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関
野
雄
か つ
て’楽浪の古墳を発掘したわが光学たちは、
その
去華な出土品に鮫
異の限
を見張
っ た
こ と
であ
ろ う 。
そして
「 昨
速の一部にすぎぬ楽浪でさえ
、
この小川様だから
、中
悶本土の次基を掘ったら
、
どんなにすばら
しい
ものが出るだろう
か
」
と期待したにちがいない。ところがな外にも、和小問
になってから
、
数千本にのぼる決基が発掘されたにもかか
（1
〉
わらず、その内容
に
おいて、
ト
ヅ コ ブ ・
レベル
の楽
浪決主
に匹
敵 寸 ， の
よう
なもの
1
、
まだ
一つも
知られ
てい
な い 。
これ
は、い
っ た
いどうしたわけ
であろうか。－」の辺二
、
まず
問閣の川発点が
あ る 。
楽浪の山墳は、木構去と時榔本の二
つ に
大別される。前者は州民の木川から後政の中矧
J」ろまでのもので、おもに
銅山市や漆探などの尖
川品
を
山 山 し 、
後者はそれ以後
、
一 一 一
国
・ 川
音ごろまでのもので
、
おもに一札制点明川市の類を出す。訓葬
（2
）
（3
〉（
4
〉（
5
〉（
6
）
け 川
の支草
さと
いう点
で群を抜
く
石巌但九
日万坑・彩
箆塚
・王肝墓・王光基・王根基など
の
木榔哀
が
、いずれも後伐の前
半期に属するところをみると、楽浪古墳の最盛期は、まずそのころにあったとすべきであろう。
中国では六く政代から、榔を木でつくるのが常通
であった
。前伐のころは、主来 伝統によ
っ て
、水榔
墓が墓の、主
流
を占めて
いた。その分布はほとんど
全土に
わた
っ て
いるが、
とくに問題の楽浪をは
じめとし
て
、現在の江
蘇省
の江
都県、湖雨省の長
沙
、広東省
の
広州、川川省の成
仰山
な
どの地方
に多
い 。
後況に
入ると、本土では木構基が忽速にすた
（7
〕
れ
、
これに
代
って埠榔基や石榔ぷが流行するようになる。しかし業浪だけは例外で
、
後漢の小矧ごろにいたるまで
、
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い つ け て
7
さ、川んに木榔ぷ’
7
）しら三ん。二
d）に楽浪古墳の第一の特色がお九。
そ
t
そも木村
ι古川下山中閃では、がな木でつくるのが閑却であり、本械は以芥の瓜習をい代去寸乙工
一のポ丸
J
・ 一L
，『抗
非子』坊の内儲説に「斉岡、以葬を好み、：：；木材結梓に尽く」とあるのなどは、そのよい証拠とみられよう。楽
（8
〉
浪古墳の木構は、規伎の大きさといい、構造の複雑さといい、とうてい本土のそれの比ではない。『呂氏春秋』兆一五冬紀の節長誌に 百件 は葬守戒めて ア：：組湊の虫、陥惇数山県。石を積み、川氏を出恨み、以って其の外に環らす」
といっているが、ニの沿いけ川の賀沢を楽浪の木構に見ることができる。一
白川胤湊」とは、文色い芯のある柏の材合小
（9
） 
け依みにして昨片山ケ一俳成したもので、その区牢さと美しさから 日以も尊ばれた。榔の壁 木材合一長手積みにするのがは川一地勺あったが、彩隆塚の川んけは．片手航みと小口航みを交互にくりかえしている。その材は柏ではなく そンコリナ一 ブ で お り 、 ．
KF
臥みセまぜていらという泣いはあるが、やはり凶淡の一間とみられる ろう。また石山肌旧日〕九サ坑で
ハm
）
に
、
一白木併の川川
、 池 山 川 と
の川ば
、
一 ム ヤ れ か － 以 て い 川 （ 充 し
、
沢一ねと木榔との川阪には
、木炭・
守山バめ」てあったというが
、
v j J t t
でけ〉刀小山
ha
二三）
7
、 、 。
こ れ も 到 」 川
fJUJUHJ1ζ
ゴ
i
ヤ丈
小闘では、もともと木構が本杓的なものであり、時榊や行榔ば、それ一七れの地万で材料入干の関係や経済引的から
起った、いわばその代 にす
g
ない。これら一
a一通りの均台のうち、本榔の川叫ん日は、附ぃジ川に絵州や彫刻などの装飾育施
すことはほとんどない。し」
v）ろが埠榔の以ー合は、埠に印文」付加えたり印刷
h而に絵
J T
描いたり、一れ榔の均合ば、川叶
h． 山 に 削
除を彫刻し り怪闘を描いたりすることが多い。以う 木榔では、構築材料である木材そのも が すでに貴広なものとみられていた以上、べつに装飾を施さなくても、木村を用いて櫛を構築すること’日体が、絶大な価値をもっ 一兆川された
からであろう。つまり木材のもつぶ材
側仰は、土
や石のぷ材何仰に
、装飾
を施すのに
． 些 す
る労
働側仰を加え
（
日
〉（
ロ）
たものに匹敵 る 考えら る。しかも彩俵塚では、前主同半部の一一一昨
hr
川に騎馬人物などの絵が描かれていた。木榔
に壁闘を施すなどということは 広 中関本土でもそ 仰をみない。’」の一ぃ山汁合もってしでも、楽浪十 墳がいかに一公有であったかを窺うこ ができよう。
王光基の桁榔については、「玄ぺ引を構成する楢材を見出似るに総日以は約七八十 ・宮内川すべく、村榔の松村も亦時制数
（日）（
M
）
百円に注するしといわ ている。この哀の「坑丘二段守 桃作地一坪の 内賠償制絡を七銭前後に定めたいとある
楽 浪 王 氏 の 山 口 同 （ 関 野 〉
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をみても、右の念額は相当なものであったにちがいない。まして伐採や述搬の技術が幼稚であった当時としては、恕
（日
ω
）
像に余るものがある。なお、石巌叩…
三
サ墳の木相二悩は樟（くすのき）の材でつくられていたというが、『後漢書』持…の
礼儀志干に「諸候・王・公、五・長人、官樟桁」とあるのによると、樟は相材として甚だ賛沢なものであったことがわかる。右の二木棺の樟材は、樟の陵地である江南方一山から、はるばる述ばれてきた であろう。王符の『潜夫論』玲の浮修筒に、
京師の長戚、必ず
（ 桁
材に）江市の似・作・子市・械・栴を欲し、辺述
の
下土も亦た競って相い倣倣す。：：：東
は楽浪に五り、四は敦慢に至る。．
（日山）
とあるのは、それを裏丹きするも である。予市・椴・相は、いずれも樟の類をさす。また石巌叩二ハ号墳の木村一
（口）
例、王肝基 木棺四個は柏材であ が、柏も朝鮮に政しないか
ら
、小国から．取り寄せたのであろうといわれている。
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金銅銃口六七
凶円漆器
熊脚長方案一居摂金銅釦果盤一漆耳杯一漆掠残欠一
同門玉石諒
壁一玲一白押塞 社充耳一対限玉一足瑠璃羊一琉泊狗児二熊脚石川批一
同服飾品共他雑日川
市（金抑鈎一扶央指環叫ん仕銅愉三金銅背櫛一
川 け
l
’ 河 川
Vπ
． 庁
内いれ作
n d
斐五厚手直三薄手伝三
中国本土の後漢墓で、これほど訓葬品が完備しているものは、まだ発見されていない。この時代になると、明掠り
類が増加してくるので、それだけ宍川の器物が減少するのは当然である。まれに銅器がかなり賑かだと漆山市が貧弱だったり、葬玉が揃っていると馬共が全然なかったり、とかく全体のバランスがとれていない。内容のやや盟官なのは、江蘇・湖南・広東方面の本構某であるが、それでも有の九日ゲ境などとは比岐 ならない。なお、九円ゲ坑から出た
（ 却 ）
黄金市鈎の
一無類のすばらしさについては、ここにあらためて説くまでもなかろう。こういう故山級の工去品は、もち
ろん本土でつくられたものにちがいない。出来は小わるが、彩陸塚からも純金の帯鈎が出 る。
楽浪漢墓の豪華さをさらにはっきりさせるため、漆誌の問題を．取り上げてみよう。楽決の木構基からは、驚くべき
ほど多数の漆掠が発見さ 。たとえば、彩億塚から出土した淀川侃の種類と数店を尚げてみると、およそ左のと りである。
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四
一把手付漆椀一漆勺一彩文漆案一ぷ文法案一大形法主木案一欽刀子漆鞘一漆塗紗何一波注木製駒形妥飾一漆塗木製円形髪飾
一
法政本水日二比一応彩木馬断
片七
三一期分）山小除外出平輪断片九九波注卒幅及
断片
計二六本分
一訂 銅 余 八 （
付
漆設傘校
一
鉛金円以付漆株断片
一 二
部鉾形漆決木片一波及木器断片二積朱塗棺一
（幻 ）
黒漆大棺一黒漆小結一計五五点。
（n
） 
これらのうち、第一にあげた彩凶漆箆は、この古墳の名のもとになったもので、その精級な漆絵と華麗な装飾は、
まさに漢芸術の粋といっても過
一 一日ではない。また王光基では
、
全制葬品一八四点のうち漆器が八四点にのば
り、王肝
（却）（
担 ）
去では一六四点中、漆器が七六点を占めている。このほか王恨基・石巌里二
O
一号墳・梧野旦一九号墳などをはじめ
として、漆器を豊富に埋蔵した基が少なくな 。
決蒋は
、西周ごろ
からあったらしいが
、日党し
い発述をとげたのは戦同時代で
、河南・湖南・湖北方面の
墓から
、
すぐれた逃品が数多く充比されている。出代に入ると
、
渋川市の製作はいっそうさかんになり
、政府は阿川方面に工官
っかさどる
を置いて、その前向 努めた。『前決壮一ハ』斗七の一久両伝に「山知・広川、人
ι
銀訟を主る。ム成に各々五百万を川う」とあ
る
のを凡ても
、
その峨況が続われよう。楽渋から川る淀川市の銘に
、し
ばしば「窃出回
一L
」「広
m m w
工行
」
の刻銘が施
されているが
、
二れは『前川忠
』 ゆ
巳の地問忘とに「山知山
：：：県十川：：：
l v
店
り
し
「広川部・
：・：県十
一 一
一・
能：：；工行有りし いっているの」ゲ長一六付けおものであ 一見干山内伝に「金銀山市」とあるのは、紋にんぷや似の復愉
J f
施
（ お ）
した漆おのことで、「歳に名々五百万
を
川う
」
とあるのは、ぬ郡の工官も広波郡の工行も、毎年五百万銭の経孜をか
けたというな味であ 。右に引いた只再伝の後文に、彼が
ゆま
引 再 、
G u
て従って東宮に之くに、
灼わ
る村・案、はくし
λ
阿にして金銀飾
Q11
さに会合恒下に問う所以に非ず。
と慨歎しているのによると 金銀一極輸の漆訟は、
治
時よほどの賛沢品であったらしい
c
ところで、諌大夫の．要職にあ
った貢高も驚い ほど
、この手の一品
級漆釈が
、
楽浪からはたくさん出ているのである
。しかも、それらの中には、
「采輿」の刻銘を合むものが少なくない。東輿とは、あらためて品明、するまでもなく、山口口廷の御用認をさす。四川方川の工山口でつくられだ御川誌が 〜ーは中パ二佐川
JJ
ふ た 、 け ら 、
ωー
などに下坊さ九、ゐぐっゐげ＼って刀一花口一治決まで流九
ついたのであろう。
Hosei University Repository
『出鉄論』
の散不
泣
いに
ぺ
一の文杯
（文様のある漆杯
U
にして銅杯十を
（ お ）
符
」とあり
、
王肘去から
出た
法院の銘の
巾
に
「治千二百」（製作費が千二百銭
V
とあるのからも想像される。また漆同市
（幻
）
の梨作がいかに人子を裂したかは、れに引いた『瓜鉄論』の後文にごの杯権は召人の
一力を問う」といい、楽浪出土
（お ）
の官製の法部に
、複雑な分
業の工れが一
ぶ
されているのによっても筑われる。筆者が
、副
葬
品の
去来
さ
を
代表するもの
として波探を選んどのは、このような児山からにほかならない。一つ干に入れるのさえ容易でないと川山われる漆器を、王肝や王光たちは、どうして幾十も所右することができたのであろうか。そのわけは、後京で明らかになるはずであ’1 u
。
； 
前六本、こ、j
ィー
淀川市がいかに
刈怖
であったかは
、
さて楽浪の決去からは、右のように大川の出川市が川土寸
J b
が、本土の方はどのような状況であろうか。
って発掘さ
れた
間基のうちで
、
一
（ 〉
点以上の淀川市が川たものを列挙してみよう。
（
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（ お ）
弘州七
m
一旬木榔芸耳杯一一勺二企六千一地主叫一一凶軍一法二計二二点
（
叩却
〕
広州竜伺凶問
一 一 一
円 ゲ 木 構 基
一斗杯米千弓
二佐
一金三店？二匡一箆一実
一
（川判〉
安徽寿県茶庵応家古堆培榔墓案二盤四耳杯三勺二盆若干計十余点
（
HU
） 
山東莱西県木構墓奮一耳杯二杯一匝八計二一点
前漢のころはまだしも、後漢になると、他の実用器物と同様、漆器も副葬されることが少なくなった。右の
一 三
例
のうち、漆認の数の
h
で玉光
来
や王肝
主
に匹敵するのは、わずかに前漢の二例だけで、他は多いとい
っ
ても
、せいぜ
い二
O
点台にすぎない。まし
て
このぬ合、本土の方は、ほとんど全域にわたって発掘された数千某の巾からであり、
（ 位
）
楽浪の方は、辺境の小地域で淵丘された七十余基
に
ついてなのである。したがって、その
差た
るや
、一見にして明瞭
（ 幻
）
で
あろう。しかも本ヒか
ら
山
る浅
川
には
、
一
級品は少な
か っ
たよ
うで
、
二
、
三
の特例
を除
く
と、余銅の釦
や
杯
耳
が残
っているミとはほとんどない。さらに、行裂の山似たらこと’ぞ示す刻銘をもつものにいたっては、民州の治鎮で発出さ
（
MH
） 
れた前渋木！後決初の土崎
五 一 一
ぶか
ら
、…一一一川四例出ているにすぎない。このように符製の
k
物が少
な
いという点も、決
法とくらべて大きな注い
で
あろう。『史記』諸「の貨殖列伝に「陳
夏
、千畝の
漆
」「通邑・大出・：：木仰の
栄
（ う る
しぬる）者、千枚：：：此れ亦た千束の家に比す」とあるのなどによる 、当時、民間の漆工 かなりさかんであったらしい。本土から出る一磁器の多くは、おそ くこの手 ものと思われる。
なお本土で洩代の
漆
掠が比絞的
多
く残ってい
る
のは、おもに江南の方
一両であり、またそれ
を出
す基
が楽浪と同隊、
ほとんど木榔に限られているという点も注日される。これ の地方は、地下の条件がよかったということもあろうが、胎が腐朽 ても漆片や釦の類は残る ずだから その点を強調しすぎるのは当たらない。
要するに楽浪の漢
基
は 、
来
者な木榔が多いこと、その中に
漆
器をはじめとする実用の器物
を
忠討に副葬しているこ
（
MW
） 
とにおいて、他に比類のない特色を備えて である。
法政史
学
前に述べたように、楽浪占墳の故盛期は後漢の前半期ごろにあった。
－ -・' ・ ノ 、
舟fi~
約二
（仁
点
では、当時の都の洛院では、どのような
墓
に
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どのような副作品が納めら
μ
たのであろヲか
QV
」れは、ぜひとも訓べておく必裂がある。刻中凶になってから、治問
（必）
の近郊では、長機共工場などの建設に伴ない、数百にのぼる漢墓が発掘され、『洛陽焼溝洩墓』以下の報告が出版された。後漢の帝陵などは、もちろん子をつけていないが、すでにこれだけの資料が揃った以上、この地 浪芸一の性質は、ほぼ明らかになったとみてよかろう。
まず洛陽の西北郊の焼溝では、一九五二年一
土
一月から五三年八月にかけて、二二五基の漢墓 発掘された。
これら
第一・二期西漢中期及其梢後第三期（前期
V
西漢晩期
第三期ハ後期〉王奔及其梢後第四湖東漢早期第五期東漢中第六期東漢晩期
（門別）
に分けられるというが、このうち、楽浪占墳 故盛期と並行する第問・五期のものは、合計六一基を数える。いまそれらの構造を調べてみると、いずれも比較的小規模 培榔墓か土墳墓であって、木榔墓は一つも合まれていない。後漢に下るか というわけではなく、第一期からすでに木榔墓はないのである。このように 基の構造の貧弱さもさることなが 、中から出るものも瓦製明誌の類が主であって、あまり見ばえがしない 瓦製明器も後漢 なって現われたのではなく、ここでは前漢のころからかなり幅をきかせていた。焼海漢墓におけるそ 変遷は ほぼ左 ようで
（必）
あったという。
前漢中期以前は、基本的には周・奈の遺制を受けついで、戦国以来よく見かけるところの健（丸壷）・鼎・敦・査が使用されたが、前漢中期以後になると、基の中に倉・仕ハ寵）・一炉・井戸など日常生活の掠共が加えられた。王葬およびそれ以後には、墓内で祭りをするときに並べる一組の杯・案 牲・勺・臼などが、そしてさらに鶏・狗〈犬〉・俳優・楽伎など人間生活に必要なも が添えられた。楽浪王氏の富ハ関野）
e七
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八
第四・五期に属する六一基の墓からは、これらの瓦製明訟のほか、背銅烈・漆器・玉器などの実用品もい
く
らかは
出るが、数の上でも質の点でも、楽浪のものとは比較にならない。官銅器のうち最も多いのは鏡で、計
一
七回出てい
る。しかし一墓に一面がほとんどで、二面出たの 一例だけ。ほかに青 の環一
一
・頂針（指ぬき〉五・帯鈎問・沈・
印・万・鈴各ごなどが見られるぐらいのものである。漆器にいたっては、後漢中期 墓から案が一個出たにすぎな、 。、 ，v
一
五五五年、治阪の澗西区ハ澗河以西地区〉で発掘された一
COC
基近くの古墓のうちでは、漠墓と宋墓が円以も多
く
、同墓と北朝
墓
がこれにつぎ、陪唐墓は最も少なかった。中型以上の漢墓は、焼溝のものと内容が似ているが、ま
だ整理の段階だという。小型の
漢
墓は七
O
基あり、陶棺葬・饗棺葬・瓦棺葬・小境基・土域墓の五種に分けられる。
（ 必 ）
しかし、これらは内容がさらに貧弱で、瓦製明探の類さえろくに揃っていな 。
一
九五四年から五五年にかけて、洛
（ 却 ）
阪の中州路で発制された二問主計の小別決基も、内容 淋しさという点で、右の澗同区のものと大差がな った。さらに一九五七年から五八年にかけて、治阪 西郊で発掘された二一七悲の波去 牧民も、抗消渋墓 それとほぼ同様で
（ 日 ）
あった。後漢に科
する
も
の
は六二基
J V
数
える
が、副葬品はやはり瓦製明訟がおもである。念日のものとしては、銃・
洗・印・府鈎などの
背
銅器がい
く
らかある程度
で
、 一
徐
器はわずか二個しかなかった。
焼構
一
一四号
墓
は、出土した「郭病印
伝 一
の銅印
から
、『後
漢書
』堵七に伝がある廷尉郭腐の墓と推定されてい
（臼
J
（ 臼 ）
ゐ
c
また西郊九
O
二 一 一
H V
基
は、出土した
一一校尉之印章
」
の銅印から、校尉某の裂であることがわかる。『後浅
さ
』
ι
一一定の百江志によると、廷肘は中二千石、校尉は比
一一千石の官であったから、いずれも郡の太守に相当する高官で占め
る。ところが、郭射の去は土績の床に壊を敷い だけの簡素なも で、副葬品も瓦製明器と問題 銅印のほかには、銅鏡一一回と五妹銭宕干 貨泉一枚があったにすぎな 校尉某 も小型の境構墓で 内容もそれ ほぼ似 りよったりである。
治
以では
全国にさきがけて
、 じ 小 柄
誌が
虎 ’ 比
され
、
4川葬
品 が 引 い
八川
の川
市
物か
ら別総に変
っ
た
。
その結果、ここの漢墓は
心りと
いい、内
科
L」 い い
、
いかにもお組
木
たのであら。
山 県 出
の決去
J r
売制
L
た 山
花小た
ちが
、こ
の
引尖今
一知った
ら
、
さ
一七地ド
で於く
こ と
であろう。
こういう、私
たちの
矧待に以
する
不 川
山 政 な
現
象
は、いっ
た
いどうし
て
起ったのか。
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四いうまでもなく後決の都、治阪は、山通八述の大都市であった。『史一記』一点の貨殖列伝に、
川人は既に繊にして、仰史、尤も誌一し。較を転ずること百を以って数え、都闘に賀して至らざる所無し。洛阪の街は、青・奈・楚・越の中に居在す。一白人は山口川家に事うるを学び 川相払れるに久買を以ってす。数々巴を過ぐれども
、門に入
らず。此等に設任す。放に削史
、能
く七千万宇一致す。
とある。公之人女たくさん仰い
、いろいろな商品
吉山恨んだ荷車を引かせて
、合同の洋
々浦々まで売りが
Jかせたという
の
だから、いわば日山の柴先の五組みたいなものであろう。「繊」は、よくいえば倹約家、思くいえば菩尚家〈けち〉
の
F）し」。はじ賃値列伝に
、那と魯
の公民を述べて
、
「共の哀うるに及ぶや
、買を好みて利に趨ること、周人よりも甚
しー」といい、また『史記』池山ハの蘇誕伝に、「同人の俗は、産業十一治め、工商に力め、什に二〈二割の利益）を逐うを以って務と為す）とあるのによらと、川つまり治阪の人たちは、そうとうガメツかったらしい。投機で大金持になっ
（ 日 ）
たという店名な自主も
、や
はり川の人であった。これらの訴は
、
川木から決初にかけてのことの
ようであるが、後段
のころも同様であったろう
『治夫論』
誌の作
w V
ねに
、
人
I、位
ム ヲ
ギ
げて決柔
」ゲ 一 会 〈 拾 ） て
、 尚 ．
R
（に趨る。牛お
・
草 加 ハ
、道路
を仙一一弘す。遊子（無為
・ 徒 食
〉を功と為すも
の
、m u
じ
に充抗
す
。：：：今、治以
な
祭するに
、浮山本の者
（商人）は長犬に什〈十倍）し
、 ト
民偽
・遊手の者は浮米
F
了ト1
－
o
；
T i
－ － ・
7LJ1
｝
白
、とあるのは
、
川別利と佐川米に前ちた洛阪の一端宏一応すものである。当時の洛陽は
、商工
業の中心地であったから
、天下
の
奇貨はここ
を日
、さして
、
ぞくぞく集ってきたに相泣ない。僻速の楽浪にさえもたらされた
、阿川方面の工官の手
に
成るところの
添
川 市 な ど
も
、
も
とよりその例外ではなかった。問題なのは
、これ
らの公市一な工芸品が
、ほとんど墓に副
非されなか
っ
たという点である。それは
、
なぜであろうか。
い
っ
たい人材が進むにつれて
、 一 川
非
・久夫の弊守さとり‘しだいに薄
葬におもむくのは
、日然の成りゆ司き
であろ
う。氾子や日不京が節芥
J d
説き、況の前帝が薄葬んりを山しているのも、けだし当然のことである。『思子』の節葬何
楽浪王氏の笛（関野
V
一 九
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（〉
は 、
t
と中が欠けて、ドだけ残っているが、そのなかにほ葬・久喪の実情について、王公大人の良一ゐ仇引に付すれは、日く。悩梓必ず市なり、葬埋必ず以く、衣会必ず多く、文繍必ず繁く、日卯際
必ず巨なり。匹犬賎人の死する者に
い い付すれば、殆んど家宅
を 川 崎 す
。治伎の死する者にト付
すれば
、郎府
を仮にす。
っ
L J
、t
山 犬 泣
、 ゎ 川
を配にせず
、総経（喪服）
な隊〜きて沸を限れ
、向
臆（仮
小 股 ）
に処り
、店にけ
μ
ね 、
M旗わ枕に
し 、
叉た
相
率い、強いて食わずして飢な為し、衣’
V
一訪うして中氏、を為し、日川口陥限
（痩せ」拭え）、顔色照明…
に
、耳日聡明な
ら
ず、千足一効強なら 瓜うりから
ざら
し む 。
と述べたうえ、
h九 戸 〜
人
I枇、広葬・久史なる者を以って政を為さば 国家必ず貧しく、人民必ずぷく、刑政必ず乱れん。
と断じ、日分で考
えた薄葬の方法を具体的に説
明している。
『呂氏春秋』持一子店冬紀、節喪篇の趣旨は少し変っていて、今、枇俗の大乱の主 愈々其の葬を
w w
にするは、心、死者の為に慮るに非ざるなり。生者、以って相い作尚（互い
しめ
に湾示）するなり。：：：此を以っ 此に観さば、則ち尖なり、惨なり。此た以って死の為になさぱ不可なり。
というところに市一点があるらしい。また同紀の安死篇に、
人／、此ポ人有り。石銘を為り、之を龍
王
（墳丘）上に尽きて、「比の共の小の物川パ・珠一
k
・ 玩
U
・財物・況川市民だ
多し。判らざる可からず。之 判らば、必ず大いにはみ、れ
μ
々平に乗り肉を食わん」とけわば、人必ず相与に之
を笑い、以っていへいに惑えりと為さん。れのは するや、比に似たる有り。山より今に及ぶまで、ぷだ亡びざるの同布らず 亡び の回無きは
、 け
ん れ
川 い
られざるの系無きなり。
：：：沿
の故に
、
大京は川
い
られざる無きなり。
一川も壮々特争い
て
之
有
為す。笠に悲しからずや。：：；氾の故に、氾王、倹節を以って一化が一葬るは、北ハ
の
引
か 一
変しむに非ざるなり。比〈 労を．忠むに非ざるなり。以って．北者為にほるなり。児玉の悪む所は 州引いだ
一死 汗 の 一 一 昨 な
り。発かるれば則ち必ず一昨しめらる 俄ならば川ち発かれず。欣一に光ヱの葬は必ず倹なり。
． ．  
とあるのは、以葬が盗掘を招くおそれのあることを、巧みに説 ている点で興味をひく。
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さらに『山人記』弘
一
げJ十 文 山 刊 本 紀 の
一後 人 ハ 作 （
H Z
ロ ・ わ し の 条 に
、
山判陵を治むるに、げな一北部を以ってし
、
会保
・
銅錫を以って飾りと為すをねぎらしめ
、
て
、
民を煩わすこと町からんと欲せり。
とあるのをはじめとして
、
前政の成帝が氷始川年（
呂田
わ
・）に、後訟の光武帝が述武七年（一戸〉・巴
・） に
、
川市が永平十
一 一 年 （
S
）に
、
ぷ帝が辿初二年
33
に
、
和帝が永・五十．年（宰）に
、
山友好が永初一ん年（
53
に
、
それぞれ的葬人引を川
（ 臼 ）
しているのも山口されよう。
さておのような析しい瓜恕は
、
そのころ故も聞けていた治協の人たちに
、
何らかの拶榔討を与えたにちがいない。こ
の地方で
、
一川仙な木材を使う木榔去が川十くすたれて地出基に変わり
、
川 川 葬 日 間 が 災 川 口 川 か ら
山
川市に変ったのは
、
まさに
そういう似
FM
の現われと以われる。一的利代以が航行し
、
万引が金の引の
中
だった洛陽では
、
せっかく金になるもの合
、
みすみす捨ててしまうはずはない。死者が生前に使川していた賛沢な什川市類は
、
いたずらに来
－小に州められることな
く、泣族たちの手 向業資本に川地元され
、
利息に利息を生んでいく。分業の発述した市小には
、
崎明や明川市の専門店が
一川を並べて
、
金さえ
出
せば
、
すぐに基の治作を
引
きうけてくれる。りっぱな基をこしらえるのも
、
チャチな惑で
すませるのも
、
すべて金の出しよう次第であったろう。仰心情明に川押された剛一的な印文や
、
規格化された瓦梨別加の七
ットなどは
、
その背後に大抗生股的な機構が発述していたことを物紛っていお。
山市一日山を去に入れても
、
山旅にやられたら
、
仰にもならない。むしろ
、
それら
を生
者のために前川したらというの
は
、
人仙の’
H
然であり
、
一一服の合理主義でもあろう。挺するに
、
治以決去の内容が貧弱なのは
、
人びとがだんだん利
口になった結民
、
主に無駄な金をかけなくなったからであり。また一方では
、
それ
J f
促進すおような経済引的がむ和
したためと考えられる
。
吹を治めず
、
か 引 を 為 し
五
では
、
これに対して楽浪の方は
、
はたしてどうであったか。いったい植民地の生活というものは
、
とかく華美にな
りがちである。こ
と
に本国の一向い丈
似
合伴ない
、
文配者と
し
て乗り込んできた楽決の決人の均合は
、
そういう傾向が
楽浪王氏の引間（関野）
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第二十号
いっそう強かったであろう。楽浪土城枇（郡治壮）からは百数十仙の官印封泥が発見されているが、それらはすべて楽
（珂 ）
浪郎および管下の消県のものに限られていて、中央ならびに他の都県のものは一つも合まれていない。藤旧必策氏は、
封泥考略巻四に「玄兎太守章」封泥二個あり、玄菟の一免を兎に作って成る。統封泥考略をこに「遼東守印・」封泥一個、再統封泥考略巻一及び封泥案編に「遼東太守章」封泥各一個あり、叉封泥全編に「遼東均円以
」
の対泥
二
例
まで収めてほる。速くシナ内地に玄箔・遼東の封筒の送致されたことを物一品るもので、楽浪部印刈泥の発見もあり得ないことではない。
ハ 幻 〉
といわれた。しかし右に述べたように、山川ポ浪土域社から楽浪関係以外の封、泌が一つも出ていないところ みると、楽浪の封泥が巾国内地 ら発見されるという沼み 、まずなさそうに以われる。いうまでもなく、 は公式文丹の封紙に川いられたものであるから、対泥の交流がなければ、文引い一はそのも の往復もありえない。少なくとも封泥の心突が示すかぎり、楽浪郡は他とほとんど交渉をもってい かったよ である。これは、楽浪部の半独立的な性格を反映するとともに、中央からの統制が微弱であったことを窺わせるものとし 甚だ注目に仰するであろう。そ
L
て
このような環境が、楽浪部の行僚たちに強い特権怠識 いだかせ、分不相応の派手な生活を送 せる温床になったのかもしれない。
（ 国 ）
千数百基にのぼる楽浪の古墳は、一
二
上次男氏も指摘されたように、街氏朝鮮以来この地に住んでいた土丹波人たち
の墓であろう。彼らは
、楽浪を第二の故郷として、そこに遺愛の品とともに葬
られたのである。決代の慣習として
、
郡の太守・丞、県の令・口氏・丞などは現地人を採用せず、中央 ら派遣するのが原別であったし、またこれら 人たちは、特例を除いて故郷に帰葬されたはずであるから、任地に墓を残す公算は少 い。そして事実、楽浪では現・一代までの
ところ、中央から赴任した官僚の墓は、まだ発見されていないのである。部の首脳たもの墓がりっぱだというの
なら、まだ活がわかる。ところが、すばらし 遺物 ず ずな出した王肝墓と王光基の主でさえ、それぞれ部の属
（ 回 ）
行の五官捻と太守換にすぎなかったと うのだ ら、まことに低かざるをえない。地方 市約 うとい太守の帥佐役として、部政にかなりの実権を っていたかもし が、それにしてもた が属官である。本土に たら、と もこのよ－コに豪勢な基を築けるはずはな 。こう たこと 下放官僚以外の土許浪人にしたところ 、もちろん同政
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であったろう。
（印
）（
飢
）
（ 臼
）（
臼 ）
中間本土で
一楽以物
一
’－佐取寸己記
H川 口7 u
したの之、河南のれ院金村－
K川県阿川村・しい防長ム口問、洲市の長沙、湖
（ 制 〉
Lih
－－－
北の江陵で掘られた
十日墓ぐら
いなものである。しかし、それらがすべて戦闘時代に属することは、つぎのような推測
を可能にさせる。つまり僻速の地、この楽浪では、「死を以って生を害せず」という中央の思潮に左右されることなく、戦国以来の伝統を守って、厚葬の風習が存続していたのであろう。植民地生活の常として、本土の文化に郷愁をいだき、多少なりとも保守的になる は 古今東西を問わず、べつに珍しいことではな 。楽浪 漢人たちは、豪華な墓をつくること よって、万里の山河を隔てた故国に、死者の認 送り返えそうとした ではなかろうか
ε
ところで、右のような想像がかりに当っていたとしても、まだ
一
つんきい疑問が残っている
c
漢の辺境にれかれた
のは、何も東海の楽浪郎 限 たわけでは い。すると、部から速 という
Jだけの関白で、楽浪部の人たちが去勢な
墓中一築、きえた なら、淡北・市海・流沙の摘出でも 川じような
F）とが起りそうなものである。ところが事実はこれ
にばし
、そういう地方の浅
草ゲ－いくら調べてみても
、楽浪のそれに比
一けするものはない。やや注けされるのは、北で
1
5B
（邸）（
m w
）（
m山）〈
伺
）（
伺 ）
ば河
北怯安と山首
川 防 局
、 一 間
では広州付辺
、四
では廿粛の武ーば
・
一 泊 決 方
． 山
の例であるが
、それらも盛期
の楽浪決首選にノ
＼
らべれば
、加肢の卜．
でも副葬品川点でも
、か
なりは宵りがする。では
、
俳広の地に円かれた諸燃のうちで
、なぜ楽浪
だけがとびぬけて巾内容の丘包な墓守つくることができ のか これには、何か特別 迎由がなければならない。
．』圃・
J、
さて、これからがいよいよ本番である。王肝墓・王光墓・玉根墓などの主は、いずれも楽浪王氏の一族であった。すでに三上次男氏の詳しい研究によって
明らかなように、王氏は楽浪の土潰漢人のうちでは 名門中の名円であ た。
一
J一 と
氏は、まず『後漢書』持七玉長伝な
どの文献資料を検討して、
王氏は楽浪郡の名族としてその名が向かったのであ切
といい、ついで印章以ドセ種の考十日学資料を総合して、
楽浪王氏の富ハ関野〉
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匹i
楽浪郡時代（前期・後期
V
および郡滅亡後の後楽浪期を通じ、考古学上の資料にあらわれる姓は玉氏と斡氏の両姓
である。そうして、この両姓の資料にあらわれる頻度は、後にあげ
る
これ以外の姓に比して、圧倒的に多い。
とされ、さらに王・幹の両氏について、
前期に限っていえば、王姓の出現頻度は斡氏をはるかにひきはなし、その点よりいえば王氏の名
声
ははるかに韓
氏を上まわっていたことが推測できる。
といわれている。前にくりかえして述べたように 楽浪十日攻の故盛期は後漢の前半期、つまり三上氏のいわれる「楽浪前期」にあった。したがって、この時期における楽浪名疾の代表として王氏をあげることは、きわめて当然であろえ ノ 。
賀沢な木構墓をつくるには、おそろしく作一川がかかったに相述ない。また萄や広況の漆訴をはじめとする両側な工
去品は、それに見合うような代償があっ
て己そ
、はじめて子に入れ
ることができたはずである
。市に名円だったから
というのでは、 別にならない 問題は、なぜ楽一以王氏が．れがのん川
J r
抗よさえたかという点、さらに掘りさげると、そ
の命令つるのもとになったの
は何物
かという
ぷである
0
・X
ド
の 夕
刊 加
を集めるために
必裂
な け 比 一 広 り の
け 川 は 、
五妹銭の
よう
な低額貨幣と 考えられない。そうか しい 、川川
の
州川に仙わ刊以らぬん小の災や一山尚物などであるはずもない。それは
小此で莫大な似打 あるもの、
つ
まり、中国で山くから刈仰の
．取引に川いられていたという黄金ではなかろうか。
中国は甘から金の少ないところで、その産出社は現在でも、世界のそれの一%にも達し アジアでは、朝鮮・
〈 刀 ）
日本・フィリッピン・インドについで第五位であ しかも、中国の産金の大半を出す東北地区、とくに黒竜江流域
ハ 叫 ）
は 、
一
九世紀末になってから開発されたという。したがって、それ以前の状況は推して知るべきであろう。そのため
（ 同 ）
か、先秦時代の金の遺品はきわめて少なく、例の楚金版のほかには、企業（薄片〉などの装飾品 わずか発見される
（ お ）
程度にすぎない。あれだけ采勢な汁訟をつくり がら、中に金製品をほとんど入れなかったとは 世界 ほか 国々と比べて、むしろ意外な感じさえいだかせる。これは、金が まりにも少な あまり
にも資況だっ
たからではあるま
いか。当時の文献を調べてみても、ロド
に
対する穴賜としていくら
か
川いられたことがわかるだけで、貨幣として大
きい微能な来たして
い
たという砂川ばはいだせたいもちろんだの同という例外はあおけれども。とニろが決
代
に
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なると
、不忠
良なことに
、
あちこちで余がだぶついてくるようである。
川『山記』唯
一
の千珠山に
、在
のような記載がある。
別作（元朔六年、む
ω
回 －
C・）、大将軍（衛庁〉六将
mJY
将い、仇ち
一叫び刊でて加を撃ち、計防万九千級な得たり。首
山間を捕斬するの士 似合受くること政金二十余万斤。：：：共の明年（元利二年、
HNH
回・の・）、標騎（震去病）仇ち再
び出でて初を撃ち、千日間万軒獲たり。
〆：：：日記の歳の賀、凡そ百余巨万。：：：其の別年（元狩四年、口。出・ゎ・）、
大将軍・際防、大いに出でて加を撃ち、行い山間八九万級を得たり。札口賜五十万余。：「百余日万」は百余万万 なわち百余低のことで、銅銭の数をさす。「五十万金」は、必ずしも賞金五十万斤の窓
味ではないらしい。加藤繁氏は、この点を許しく考託して、「銭ばかりの場合でも、鈴と賞金とまじって目的る場合で
（作 〉
も、北ハの仰航が黄金者干に当たれば、これ
な法
千 人 似 と 剖
っ
たのであろう」といわれている。しかし「黄金
二
十余万
斤 」
の場合
は、問題がない。
二十
余万という数
に誇張が
あるかどう
かはとにかく
、
当時の一
斤を筆者の計算によって
二五六瓦とすると、．一
C
．力斤はじつに五
一
・
一一屯に当たる
Q
わが同の年間政金此が一同屯（昭和四二年度）であること
を
思うとき、－－れはな
みなみな
らぬ数川といわなければならない。こ
の失ん
な江川仰は、収川としてふヘー川良から支出さ
れ
、少府がこれ
を助けることもあった。
同州伐の治帝が王供や肌僚に大ハ川の
m A K L
γ
卜 山
川
しているという事山
中八が、『史記』の本紀や一「前伐れい』の帝紀など
に
しばしばみられる。いま一人あたり宵斤（
二
五・六妊）以上の例を給ってみると、
文帝が大尉同勃に五千斤
、丞相陳平・将軍機嬰に
一一千斤ずつ
。朱
虚侯劉章
・裏平侯紀通・東牟侯劉興居に千斤ず
つ 。
AA
帝と太后がそれぞれ中郎将部都に百斤。武帝が治架部尉桑弘羊に二百斤、侍郎東方朔に百斤。宣帝が大将
軍霊光に七千斤、広陵王に 、諸侯王十五人に百斤ずつ 丞相章賢・右扶風予翁帰子・大司長朱邑子・頴川太守貰覇に百斤ずつ。元帝が副校肘隙
湯に百
斤。成帝が広漠太守越護・汝南太守厳訴・大司良中丞関前に百斤ず
つ。京帝が王奔に五百斤。
このほか、十斤台のものにいたっては、枚
挙に
いとまもない。列伝などを調べたら、さらに多くの例が見いだせる
ハ刊印〉
はずである。この大泣の党問ば
、 市 川
市財政の仇胞に比し
、少府
または水術干りトペ
川
された。
つ
シ ざ に 、
楽 浪 王 氏 の 佐 川 向 （ 関 野 〉
そう考えられる根拠を示そう。
AJ
a’
h 
一 一 ，
f
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－ F よAノ、
件『史認』せの
一千
ホ カ リ
酎に至って、少府、金を省る
二
而して列侯の酎金に坐して侯を失う者、百余人三
とある。その意味は「酎は三重醸の醇酒。八月にこの良い酒を供えて、宗廟を祭る。そのさい諸侯が黄金を献上して費用にあてる。少府がその黄金を調べたところ、量が足りなかったり色が悪かったりしたため、諸侯の地位を失うものが百余人」ということである。加藤氏が指摘されたように、『後漢書』時一礼儀志上、と陵の条の注に引かれた丁長の『漢儀』 よると、諸侯 献上する賞金の量は、その国の人口千人について四丙、千人未満五百人以との端数がついた場合も、やはり四丙とすることになっていた。そ で氏は『前漢
書
』吟に地理志下に掲げられた平帝の元始二年
八
NKF
・ロ）の調査による二十国につき、それぞれの口数に照らして献金の高を計算されたところ、准陽国の口九十八
万千四百二十二
l
金三千九百六十四両を筆蝋として、その総計は二万問千七百八十河、すなわち十二石三鈎十八斤十（mぽ）
二同になったという。これを筆者の算定による一両日一六瓦の割合で換算すると、三九六・四八砥になる。此 してはさほど多くないが、一一川き でなくて毎夏のことだから、諸侯もかなり令をもっていたのであろう。『史記』市五の梁孝王世家に、
孝王未だ死せざるの時、財は巨
一点を以って汁り、勝げて数う可からず。死するに
及
び、府蔵は黄金を余すこと、
尚お四十余万斤。他の財物も是に称う。
といっているのは、その一端を窺わせるものであ し、また『前漢
書
』時間の王奔伝下
に
、
（芥のまさに敗れんとする〉時に、省中の黄金、万斤なる者を一匿と為すに、尚お六十度有りき。
とあるのなども、有力な資料といえよう。
判墓の巾から出る金製品の数も、たしかにそれ以前より多くなってきた。
出してみよう。
長沙五里牌一二日立別漢土色剥）漆官上に貼りつけた金花飾九
〈別）
長沙一一一一号前漢木構基金餅一（重さ二四回・
一
一 一 五
一九、純度九九・三 %）
（ 位 ）
長沙四
O
一号前漢木構基金餅一（重三五回・
三
五瓦、純度同前〉
日に触れたものをいくつか、
主に拾い
金環
漆
金上の金箔貼花数十
z p
i e s
邑
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六州む銃一
o
t
u芝
山諜
末
！後渋
初土墳常
）金階
一（ 歪 飾 ） 一
〔 脳
〉
長沙五旦牌九号後漢噂情
墓
念餅
一
〈重
さ 一 三 四 ・
五瓦〉蕎麦形飾三
細腰形保管飾一対
飾一莱利花萄形飾二セ指環一（パ）腕輪四球形飾一一
（ お ）
湖南衡陽蒋家公山後
漢培榔基金餅一八重一さ
一三二・五瓦
）
（ 部 〉
広州竜生岡四三号後漢木綿基金
・珠
一 ハ
金指環
三
令官
a一
広西責県後漢土旗基金葉一馬蹄金一小企珠九治陽焼溝一
O
四
O
号後漢土墳が勾）会飾問
極類
もかなり
投信になってお
り 、
ことに当時の
一
斤またはそれ以上もある金餅が脊池で出ていることは、以だ注目
に値する。訓葬品が簡京化していく傾向の中で、これだけの全県品’
J T
基に入れたと
い
うの
は、その背後に多民の会が
あったことを示すものであろう。
小珠飾一九三
計二五二点
亜
形
さて右に述べたごとく、政代に入ると、にわかに金が山
一村 山
に
たり
、
政府も清侠も相当の泣を保山仰するにいたったよ
うである。そのほか、都市の尚人が動かし
て
いたはずの分も考直
に
入れると、当時の金は英大な泣に達したにちがい
ない。この不思
議
な現
象は
、どう解釈すべき
であろうか
。中
国はもとも
と
金が少なかった
はず
であるから
、これ
らの
金は外から輸入され としか考えられない。おそらく、中国 周辺に有数な産金地帯があって、それがたまたま前漢の初めごろ開発されたからではあるまいか。そして、その有数な
残金
地帯こそ、
川 川 囲
の状況からみて、胡
鮮
を除いて
ほかにはありえない。時代は一卜るが、現在アジ
ア第
一の産
金地と
いわれ
る明鮮こそ
、まさ
にそれにふさわし
いところ
なのである。この点について、左にいくつか文献を げ おこう
。
戸田 〉
胡鮮は、むかしから産金国としてその名が四海
に
し
られて
い る 。
北は平安北道及成鏡北道の国境より、南は慶尚南道
及全羅南道の
地
ケ 一 通
じ
て
、到
る処に
A t
党政
せざ
る
は無しと
（卯
）
さえ云われる程に、国産資源の宝庫をなしているのである。
金
鉱及び砂金床は朝
鮮全土到る処に存在
し、現在
三
千三
ぽふれ余の鉱区
中 、
二
千五百有余は災に令鉱採掘をけ的
楽浪王氏の富〈関野）
二
七
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r J
－ － －
LF 
在荷二」
1174
－
ak 
－－／ 
としたものである。我国（朝鮮を合む
1
関野註）は組制岨全体の五割の床金制を示し、父欧州にてはロシアを除い
て、我国に比
一泊すべき悶がない。而して朝鮮と同様の一山献
を ム
れ
する同
・ 米
で
、朝鮮
と同等又はそれ以上の派金制を
一泌すものは、僅に南阿のトランスバ
l
ルと日本内地のみである。朝鮮の昨余同と称せられる開山は、これに依っ
（ 引 ）
ても容易に知ることが出来得るのである。
歴史的にみると、朝鮮の産金状況については、漠代はおろか新統の統一時代にいたるまで、これといった文献は残
っていない。しかし、五！人ハ慌紀ごろの新羅や任那の山墳から、川や耳飾をはじめとする大祉の黄金製品が出ること
（ 幻
）
は、あまりにもよく知られたい下突である。なお尚
一胤のころには、金を右力な地方財源にしていたが、中国から貢納を
（町 ）
強制されるのに刊しみ、字削になると、その採掘を禁じてしまったことさえあるという。
もちろん
金
鉱や砂令床の分布は、決代の什も
AJ
と変りがなか
っ
た。問題なのは、それらが開発されていたか、いな
かったかと
いうぶだけ
であお
。戦阿木から泌初にかけて、燕や舟の逃氏が東北地
K
両部を経て北朝鮮に流れ込んだこ
とは、山川小川一家 つ鋭的 ゃ『史記』『前渋川』の朝鮮いいの一記載に銃われるばかりでたく、これらの地方から山刀銭・布
（似
）
紋・欽川市ーなどが川←ふすること
によ
っ て
鋭いない。し
か
も彼
ら
の 一 地 り
U
ヒ
ーたあ－中安北道の方ド川は、羽川町中で放も限
A K
（町 ）
…似の多いところなのでああ。したがって、それまで地ド
や
川床に限っていた川鮮の令鉱山
γ
ゆ令が、山（合
に
け
のない先
進国の彼らによって出発された王いうのは、必ず もありえぬことではない。
川 公 浪 川
仰をはじめとす
る
川部が朝鮮半山
に
山かれたのは、武町引の元対
一 一
一 年 （ 〕 （ ） ∞ ∞ －
h
・）である。しかし、さき
にあ
げた
消例が示すように、中国で金が治 だすき、ざ は すで その的からはじまっていた。 た楽浪郎の設前によって、中国における金 前加が くに許しくなったと う形跡もみられない。つまり朝鮮 金が中国に輸入されたであろうことと、楽浪郡が設置された ととは、どうも庇接結びつかないようにみ る。これ 、実際に金を動かしていた人たちが、楽浪政権とは関係の少ない民間人だっ からではあるまいか。右のような推測が当 るとすれば、新天地を求めて朝鮮に移住し、金の利権
を独占
して
一獲千金の夢を災現させた土府漠人のうちで
、
最も成功を収めたのが
楽浪王氏の一族であったらしいというこ なる。こう考えれば、彼らがその 位にふさわしからぬ豪華な墓合一築いたとしても、べつに不以
，A
でぽなかろう。まさに、楽汲山墳の謎
η－解く川公の鍵というとこるであお。
Hosei University Repository
楽浪の王氏が前（命以の成上りだろうという新説は、決定的な裏付けがたい以上、す
一 仏 仇 す
る 戸
）
L
ι
はむずかしい。しか
し、ここ
に一つ傍証になりそうなものがある。前に述べたように
、小国
本土で漢
代
の木帰京がかなり残
っていて、し
かもその巾から波探が出るのは
、おも
に江市のガ一山とみられる。『戦闘策』の楚策に
「政金
・
珠磯
・
尿象は楚に出
づ ・
」、『行子』
の位屯川中山川に「愁に汝決（汝水
・漢水の流域）の市（令右り」
、 『 山
人記』の貨殖列いいに「予草（江西日間円日）は政
令ケ仰山だす」などとあるように、一江副はん
ι
の陀地として知られていた。この地方でさかんに楚金版が用いられたの
も、また賛沢な基を築きえたのも、市（金の作川を背対としていたからにちがいない。すると、やはり本榔慕から多くのし ぶ 一 川 市 を
川
す楽浪の
m叫 ん 什 も
、
は
じような
こし二…川い、える ではなかろう勺附定江でさないにしみ
、
Jての吋抱怜はか
えり
大きいと考えられ
3
。
すばらしい工去
川があっ
ても
、
いれに訓葬されなければ
、後此に
残らない。また主から山
山たとい
っても
、その地
でつ
くられたものとは限らない。－）れは、決去術 地方色を研究するさい
、
忘れてはならないことである。た青みる治似
の名川市は、ほとんど一いれのうちに消えうせ 。いっぽう 王氏
4
一 放
を
はじめとする楽浪の渋人たちは 合にあかして
汽沢な什器類を買い集め、それをもって彼ら 慕を飾った。
山川市浪山墳を発捌 たわが光学たちは、その初附の功名として
、
のである。
いきなり決夫術の粋に接するという宇迩に忠まれた
（ 昭 和 四 二 一
・
一・
二
O
）
註
（1
）「大ざっぱに
集計する
と、発見さ
れ
たものは一二三
万民に達し
、正式な発
掘
を
経たものだけでも数千平一にのぼる」
という
Q
中国科学院考
古研究所『
新中間的
考 山
収掩
」
（文物出版社
、
一
九 六
一 ）
じ 門 司 。
（2
）間野氏ら
『楽浪郡時代の遺蹟』（朝鮮総督府、一九三七）。
（3
）小場恨占・植木亀次郎
「楽浪彩箆塚」（
朝 鮮 十
U蹟
研究会、一九
一 一 一
四 ）
υ
（4
）原川淑人
・ 川
沢令汗『楽浪』（東京帝副大学文学部編、刀、江主円院刊
、
一 九 三
OY
楽浪壬氏の富（関野）
一 一 九
Hosei University Repository
法
政
史学
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十号
0 
（5
V
小
泉顕夫
『楽浪
王
光
墓 』
〈朝鮮
十 円
蹟研究会
、 一
九一
一 五 ） 。
（6um
－
d g o y R m w H 4 4
き 河 内
w g ω
円w m v z
↓ 。
BZ
え君。。宏ロ
h c
ロ 丘
22
－cp
何
一%のミ己主
53
『Cロm q g m
－ 問 。 円 。
ω・
5
ゅの
F E 2 0
〉 同 庁
ω 2 5 q
え 〉 言 。 円 一
2
・υ F 5 8
）梅原末治
・
藤田売策
『朝鮮古文
化
綜鑑
三二
、
「楽浪
坤
」
五九
V
六
七
l
六八
頁
。
〔7 V
拙稿一
墳墓の構造」
（一世界芳
古学大系』七
、一束アジア」
一 二
、
平凡封
、一九五九）
一 二二
1
一 二 六 百
Q
〈8
〉「木榔
墓
： ： ；最
も
大規
松
なの
は楽浪遺
跡
の例で
、
店内
を敷居でい
くつ
かに
く
レ 申 守 っ た り
、
ま
た
前
主
と
扱主
を通
路
で
う
なぎ
、
一山
主
に副
ぷ川
町 を
、
後主
に二個か
三
伺の
棺をおさめ
たりしてい
る ふ
揚州江筑県の木榔
基
は
、
長方形
の
主内を縦
にし
ぎって
、
柁
と副
葬品
を入れわけ
るか
、
二
棺を
並
べ
た片
すみ
に副
葬品
を
おさめる
かし
て
hA
り
、
その
規伸
一は
き
わめて
小
さい。広州市
の
もの
も
、
そ
れと
似
た構
造を
しめすが
、
副非
u m
を入れ
る
部分がい
ち
だん
侭
くなってい
る
点に特色が
あ
る」
（ 『
同
右
』
一 三
一 一 日 ）
。
（9
）駒井
和愛「
六朝以
前
の墳
墓
」（
『・中間
古鋭
の研究
』
岩波
書岩
、
一九
五三
、
付洋一
）
二
O
一
l i
二
O
六 頁 。
（
叩〉『楽浪郡
時代の遺蹟』
本文六二
il
六 一
一 目
。
（ 日
V
拙稿「中
国芸
術の一
側面
」八
円中凶
考古学研究」
東京大学出
版会
、 一
九六
八円版、所収
）五五五
i i
五五
六 目 。
ハロ
U
『 楽
浪
彩佐塚
L
一 一 一
ニ
ム一山目
、
凶版
一 一 二・
一 ニ 一 一 。
（
臼
）
一楽浪
玉
光
墓』五
O
行
、。
（M
）
『同
ホ 」
・1
良
。
（
日
）
『楽浪郡時代の
辿肱
』 一
山
一一一
山 一
一 一
一 れ
一》
（日 山
）
一“広削
』に
「樟は
，γ
緒 。
大木たり
。
通
じ
て パ い に
作
る 」
、
『 五
日
いに
「仰
は
仰木にして
、
一γ
立
に似
た り 」
、
一説文通訓定戸
』
に
一 和 、
宇は亦た納に作る
」とあ
る
Q
〈口
）
一楽浪郡
時代の泣蹟』
本文一一九九
！
一
六
C
一日 。
即
日淑人一
深代の木
蛇
に
就
て 一
（一東
京古文化研究でい山
一右主刊行会、
。
、
一 町
収
〉四六
O
i
四
六一行
九
〈mv
『楽浪郡時代の遺蹟』本文
七
一 ー ー
一
二 一 一 頁
。
（日
）こ
れは後
になっ
て
、
傘校の先に
つく
’杭 吋 吋
で
ある
三とがわかっ
た
。
（ 初）
一 楽
浪
郡時代の
遺蹟
一
本文
一
一 七
；
一
－
八京
、
図版
印七七
・凡
七
八
－
（幻
V
これはも
ちろん概算
である
a
原
則
として
、
一個体分の
M川片は
、
い
くつ
あっ
ても一と
数
えた
。
（〉R F 2 2
。 同
ハ養徳社
、
一 九
－・
し 円
JJ
－
i
／
F
F 
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（幻
）一楽
浪
彩侠塚
』
四 一
11
四 二 一 良
、付
録
、
巻
首図
版
A
、
図版同
一i
v一0 0
（お）「石巌里第二
O
一号墳」〈『楽浪
彩
飴塚』所収
V。
（鈍〉『昭和五年
度古蹟調査報告』〈朝鮮総督府
、一九三
五三
〈
お）『楽浪郡時代の遺蹟』本文一
O
一 一 貝 。
（M m
）
『楽浪
』
四一
ニ一貝に「治千
二
百は明かでな
い
が
、
或
は入念に盤治
したとい
う訳かも知
れない
」と
ある
のは
誤
りで、佐藤
武娘氏
がこ
の
ように解釈
されて
いる
のが
正
し
い 。
川
氏「
小同古代の
漆
需工業」ハ『中間古代工業史の研究』パ古川弘文知、一九六
二
、所収）
二
九 一
ニ 頁 。
（一訂）木を
曲げてつくった杯。曲物
の杯
。
〈お）「・中国古代の
漆
器工
業
」 三 七 一 一
t e－ － 二
九
C
行 一 。
（
m m ） 江
西特文物管理委員会「江西南山田老福
山
凶漢木榔墓」（一
考
古』一九六五の六三
（初）広州市
文
物管理委民会「広州一二一
川 町 一
馬鵬同凶漢墓清時間山
」
八 『
考古」
一九六二の一
O
） 。
（担〉湖
南省博物館「長沙湯家嶺凶漢墓清引
山 内
告」
（
『汚 ， … 山
」
一九六六の阿）
。
ハ
MMV
広州市
文
物行
到 来 世
げ は
会
「広州賞花岡
O
O
一 一 一
け ず
凶漢
木榔忍発
掘簡
却しハ
『考古
通
一 品 」 一
九五八の四）。
（お〉湖
南省博物館「長沙市東北郊古基
邪
発制筒制
」（
「 巧
古
』
一九五九の二一
）。
〈
担〉山東
省文
物
管理処「
山東
文登
県
的渋木榔墓
和漆
部」
（『汚古学報』
一 九
冗
七の一
V。
（お〉蘇北治
准文
物工作
組「
揚州鳳
風河漠代木榔墓
出
土的漆器」〈『文
物
参考資料』一
九
五七の七）
。
（ 部
）四
川
名文物
管
理委
員
会「成都供家包西漢木榔墓情理簡報
」
ハ『巧古通訊一
一
九五
七の
三 ） 。
（ 一訂〉江蘇者
什 人
物行理主
日全
・
南京
博物院｛
江
蘇塩
域
一二主敬漢墓清理報
告
一
（ 一 ． 刊 一 三 こ
一 九
六
回の
八 ）
。
（
お ）
南京博物院
・
揚州市博物館「江蘇揚州七思旬漢代木構墓
」ハ
一．芳一口』一九六この ）
G
戸ぬ〉広州市文物管理委員会「広州市竜生同四ゴ一号東漢木榔墓」（『考古学報』一九五七の 」
G
（ω V
・安徽省文化…月文物
工作
隊
・
寿県博物館
「安徽寿県茶庵馬家古堆東漢基
」（『考
古 』
一九六六の三
U。
（4 V
暢子花
・
王芯
礼「山東
京西県漢木榔墓
中出土的漆器」〈『文物』一九五九の四〉。
（ 一
位 ）
「当初からの調況の総数は七
十
余悲」であるという。『
朝鮮
古文
化綜鑑
一
一 一 一
、
六
O
立
FU
（
必
〉たとえば
、
河北定県北誌の後漢基から
、
出 山
中 川 や
木 川
町
に用いられたらしい
金
銅の余兵が三六個出ている
。
中 米 浪
王氏の宵（関野）
河北名文
化
局文物
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111
ソ
－L凶作隊「、河北定見北口漢死
一発 似 引 い 靴 作
」（
円巧古学烈』一九六刊のコ
）
C
ハ付〉すなわち一五号墓・一七号墓出土の耳杯は、元始三年八
ω
〉・ロ・〉に広漠郡工官が、一三号墓出土の耳杯は、同じ年に萄郡西
工が、それぞれ製作したことがわかり、また一五号基出土の盤は、刻銘の上半が失われているけれども、広漠郡工官の干に成ったことが推測される。貴州省博物川「貴州清鎮平場漢
墓
発射報告」（『考古学報』一九五九の一）。
（伍）この場合、三上次男氏が楽浪の木榔墳について、左のようにいわれているのも参考になる〔同氏「楽浪郡社会の支配構造と
土著民社会の状態」（『古代東北アジア史研究』古川弘文館、－九六六、所収）六三頁〕。
ことに前期の墳墓であって木榔墳の場合、それに納められた漆塗の木棺をはじめ、精巧な種々の漆器類ははるばる巴萄の地〈凶川方市）から運ばれたものであり、遺骸をおおう布吊の類には、山東・四川方面からもたらされた貴重な絹布がつかわれている
U
また速い異域の地から伝えら
れた
五型品
、あるいは
京青色のガラスを材料として作られた装身
Hパ も
少なくない。木構境におさめら
れた副葬品にいかに多くの貴重品が合まれていたかは、これらの木榔墳の発掘調布
浪古
書
を見れば、よくわかるであろう
。
（
MW
〉中国科学院考古研究所『洛陽焼溝漢基』（科学出版社、一九冗九）
。
（U
）『同右』一一三九円
（ 。
（川叩〉『同右』二四一一良。（
m叩）河南省文化局文物工作隊「一九冗五年洛陽澗西区小型漢墓発射報合」〈『考古学報』一九五九の三一）
υ
ハ印〉中国科学院考古研究所『洛陽小州路 西工段）』（科学出版社、一九五九）一三
Ol
二三ハ、二ハ七｜一六八百。
（日〉中国科学院考古研究所治防発掘隊「洛陽 郊漢墓発掘報告」〈『芳古学報』 九六一二のご）。（臼〉『洛陽焼溝漢
基
』四七！
丘
一
一 只 。
ハ日〉「洛防西郊漠基発掘報告」ゴ二頁、ならびに表六「洛陽西郊漢墓墓葬登記」。（臼）師山へはよく七千万 銭 の財を憤んだというが、これは貨幣が完全に普及した漢代になってからのことに相述ない。（日〉このほか『前漢書』巻三六の劉向伝に、成帝に対して昌陵を起 すのを諌めた長文の疏が載っている。（部〉藤田亮策「楽浪封泥孜」汽『朝鮮考古学研究』高相書院、一九四八、所収）一一一四一頁。ハ訂〉『同右』一
二
四九頁。
〈問）「楽浪郡社会の支配構造と土者民社会の状態」コ一 頁。
Hosei University Repository
（
印 ）
『楽没一六九頁
、
『楽浪．七光草
」
間五
l
四六買。
〈ω
）梶原末治一．渋川刊金村十日芸緊英」パ一九三七）。
〈臼〉中国科学院考古研究所『坪県発掘報告』〈科学出版社、一九五六）。（臼）河南省文化局文物工作隊「信防長台関第二号楚芸的発掘」パ「考古通訊』一九五八の一一）、
録』〈河南人民出版社、一九五九）など。
ハ臼〉中国科学院考古研究所『長沙発掘報告』（科学出版社、一九五七〉 湖南省博物館「畏沙楚墓」
一 一 ） な ど
3
へん凶）湖北省文化局文物工作隊「湖北江陵三座楚墓出土大批重要文物一（『文物」一九六六の 、）仁〈邸）水野清一「万安県懐安漢墓調査記」門『万安北沙域』（東亜吟古学会、一九四六〉第二部〕。（侃）水野清一ら『蒙彊陽高県漢基調査略報』（大同石仏保存協賛会、一九四一一 ）。ことにここの 二号墳（駄嬰墓）は、比較的
小規模な木榔墓ながら
f、副葬品の見沼な点で注目される。
（
m w
）詰ぬ・認・ぬなどを参照。
（侃）甘粛省博物館「甘粛武威磨哩子六号漠基」（『汚古一一九六
O
の五）、同「甘粛武威牒家荘渡墓発掘簡報」（円考古』一九
六
O
の六）など。
ハω ν
甘粛省文物管理委員会「消泉下河清第一号墓和第一八号基発担簡報」（『文物』一九任九の一
O
〉、同「甘粛活泉県下河清
漢墓清理簡報」（「文物』一九六
O
の二〉など。
ハ
m N
）「楽浪郡社会の支配機構と土著民社会の状態」ゴ二頁。
（引）「同右」五六頁。（η
〉「同右」六一頁。
（ね）朱夏『中国的金』（商務印書館、一九五一ニ
V
一 二 一 良 。
〈引け〉『同右』五七頁。ハインリツヒ・パウエル
著
、高山洋吉
訳『支那鉱業論』
（日本評論社、
一
九
三
九）一一六
i
一一七頁。
ハ花〉拙稿「先秦貨幣雑芳」〈『東洋文化研究所紀要』二七、一九六二〉八七！九二頁。（祁）河南の溶県辛村・汲県山彪鎮・輝県国間村、安徽の寿県などの古墓から、零細な金製品が少しばかり出ている
a
ハπ
〉加藤繁「漠代に於ける国家財政と帝室財政との区別並に帝
室
財政一斑」（『支那経済史
考証』
上、東洋文庫、一九五二、
所
同『河南信防楚墓出土文物図
ハ『考古学報』一九五九の
楽浪王氏の富〈関野〉
Hosei University Repository
法政史学
第二十号
四
収〉一五五
l
一五六頁。
〈抱）朱夏氏は『中国的金』二三頁に、左のように述べられている。
唐
の太
宗
、
子志郁
・孔穎達の
能く太
子を
諌
む
るを以って
、
各々金
一
斤を
問う。渡代の帝工
一に
比
して、巳に
一男酸
」
万 一 伯
なり。宋の太宗、曽て人に向って問題を捉出す「両漢、賜予するに多く黄金を用う。一川るに後代遂に得難きの貨と為すは何ぞや」と
Q
蘇東披また説く「近世、金は両を以って計る。人主と蹴も未だ嘗て訂
金
を以って人に与えず
。
何ず
れぞ
古は多くしてん
f
は少なきゃ」と。見る可し、唐宋を以 両漢に比すれば、
U
に今昔の感に勝えざろもの有るを。
これによっても、漢代における賜金の
量が
、いかに
立大
で
あった
かを知
る
ことが
できよう。
〈乃〉「
漢代に於ける国家財
政と
帝室財政
との
区
別並に帝
室財
政一理」七六
l
七七
一 頁
。
（
m∞）湖南
省博物館「長沙五里牌古墓葬清理簡報
」ハ『
文物』
一 九
六
O
の 一
ニ
） 。
（剖）中
国科学院先古研究所『長沙発掘報告』（科学出版社
、一九
五七
V。
（m v
『同右
」 。
（お）貴州省博物館「貴州清鋲平構棋王宋墓発掘簡
報」（『考
古
」一九
六一の四）
。
（剖〉註初参照
Q
（
邸
〉「街防首同府家公
山
古基消理簡報」ハ『文物参考資料』一九五回の六）
、
高一台一喜「湖南古代基葬概況
」
の コ 一 ） 。
（m m
〉註
m持
参照
。
（
釘）広
西省文
物
管問委げいらニ
広ー田賀県溝墓前清理」〈
『
戸FJ
古学
袋
一」
一九
三 一
七
の一三
（
∞∞）註必参
照
＠
（∞叩）外国文出版社『朝鮮民主主義人民共和国』（同社、一九五
八 ）
一 八 一
二 頁 。
ハ卯）渡辺弁三『朝鮮の金鉱と重要鉱物
』（松山房
、
一九三回〉五
l
六
頁 。
（
引〉東
洋協会調流部『朝鮮
の地下
資源』（同部
、 一
九
三
七 ） 八 ’
l九
頁 コ
（的 出 ） 新
羅
で は 、
金冠
塚
・
企鈴塚
・
瑞鳳
一 時
－m
履
r J
J
・
決
山 小 、 暗 ，
Jず な
ど が い 何 ケ
一l
J
（m m
〉『朝鮮の金鉱と
重
要鉱物』四
O
頁 。
ハ
川 悦 ） 藤 同 一 拾
策「朝鮮発見の明刀銭
と
其泣出」
（『文物』
一 九
六
O
（円朝鮮将古学問先」一間収
V、移
れ
日 「 ド
巧 古
川 一 ナ 上
決代及品川代以
前的東北刑制域」ハ
一 ． 考
Hosei University Repository
古学報』一九一五六
の一）たど心
G m
）判鮮総将府『朝鮮事情』〈昭和一八年版）九一一
中川水浪壬氏の店ハ関野
U
九 一 一 一 氏 》 朝 鮮
総 れ
円前煎広
川一朝
鮮の
ん 下 一
れ い
鉱
業 』
（一九二
九
） 一 心 一 日 。． 
7i 
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